第３学年１組　体育科学習指導案　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２８年１１月１８日
指導者（Ｔ１）　　那須　拓真

指導者（Ｔ２）　　松山　由美

１　単元名　走・跳の運動（幅跳び）

２　単元の目標

　(1)　短い助走から調子よく踏み切って遠くへ跳び、（膝を柔らかく曲げて）両足で着地することができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（技能）　

(2)　（運動に進んで取り組み、）きまりを守り仲よく運動をしたり、（勝敗を受け入れたり、場や用具の安全に気を付けたり）することができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　（態度）
(3)　跳の運動の動き方や動きのポイントを知り、自分の力に合った（練習方法）や練習の場を選ぶことができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（思考・判断）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　運動の一般的特性

　○　幅跳びは、助走から踏み切ってより遠くへ跳び、自己の記録の達成に向けてチャレンジする「達成型」や、他者と競争して楽しさが見出される「競争型」の運動である。
　　　５～７歩程度の助走をリズムよく行い、踏切足を決めてジャンプできるようにし、膝を柔らかく曲げて、両足を揃えて着地できるようにする。助走（走）と跳（踏切）の組み合わせが課題となってくる運動でもある。
４　児童の実態

(1)　運動の特性に触れる楽しさの体験状況

　　　本学級の児童（男子１２名、女子１７名、計２９名）は、運動が好きな児童が多く、昼休みもボ
ール運動や鬼ごっこ系の遊びなどを好んで行っている。しかし、一部の児童は、運動することに対

して消極的であり、外遊びを好まない児童もいる。
　　３年生の体育の学習では、体つくり運動や小型ハードル走、浮く・泳ぐ運動、跳び箱運動を行ってきている。小型ハードル走では、４０ｍ走の記録をもとに個人の目標記録を設定し、それに挑戦し達成できた楽しさ、跳び箱運動では、難易度の高い技に挑戦し、克服した楽しさを味わう活動を行ってきた。これまでの学習の中で、友達の記録の伸びを一緒に喜んだり、できなかった技ができるようになったりした時にみんなで一緒に喜んだりすることができ、友達との関わりで運動する楽しさを感じている児童も多いと言える。
(2)　態度、思考・判断に関する学習体験状況

　　　児童はこれまでの学習において、自分の力に合った場や用具を選んだり、練習方法を選んだりす
るという学習を行ってきている。自分の力に合った場や用具を選ぶことや動きのポイントを知るこ
との大切さを理解することができているが、自分の力に合っためあてをもったり、適切な課題解決
の方法を選んだりする力はまだ十分身に付いているとは言えない。 また、友達同士で適切なアド
バイスを行うなどの学び合いについては、十分深めることができておらず、今後の課題と言える。
　
(3)　技能の習得状況
　　　児童はこれまでに、走・跳の運動遊びを経験している。走・跳の運動遊びでは、折り返しリレー

遊びやケンパー跳び遊び、ゴム跳び遊びなどを行ってきている。「走る」「跳ぶ」という経験は行っ
ているが、「助走を付けてから跳ぶ」という経験は十分行っているとは言えない。
　(4)　体力の状況

　　　今年度実施した体力テストにおける体力（総合評価）の状況は以下の通りである。

	A段階
	B段階
	C段階
	D段階
	E段階

	６人
	１２人
	１１人
	０人
	０人

	男子
	女子
	男子
	女子
	男子
	女子
	男子
	女子
	男子
	女子

	１人
	５人
	６人
	６人
	５人
	６人
	０人
	０人
	０人
	０人


　　　体力テストの結果から見ると、Ｄ・Ｅ児童はおらず、Ａ・Ｂ段階児童が半数を超えており全体的
に体力が高いと言える。また、今回の幅跳びに関連してくる「５０ｍ走」「立ち幅跳び」の体力テ

ストの結果は以下の通りである。
	　　得点

種目　　　　　　
	１０
	９
	８
	７
	６
	５
	４
	３
	２
	１

	５０ｍ走
	０
	０
	３人
	４人
	12人
	９人
	１人
	０
	０
	０

	立ち幅跳び
	０
	０
	０
	０
	５人
	15人
	７人
	２人
	０
	０


「５０ｍ走」「立ち幅跳び」どちらの種目においても得点が５点、６点に集中しており、あまり
高いとは言えない。特に「立ち幅跳び」においては、さらに得点率が低くなっている。また、男子

の結果では、全員が５点以下という結果であった。
　上記の２つの結果から体力が高い傾向にあるが、「走・跳の運動」に関連する体力においては、
あまり高いと言えないことが分かった。
　(5)　児童の運動に対する思いや願い

本単元の学習を進める上で、体育に関する意識調査を行った結果は以下の通りである。

	調査事項
	好き（楽しい）
	どちらかといえば好き（楽しい）
	どちらかといえば嫌い（楽しくない）
	嫌い（楽しくない）

	★　体育の学習は好きですか。
	２６
	３
	０
	０

	★　走・跳の運動は好きですか。
	２６
	２
	１
	０

	★　小型ハードル走は楽しかったですか。（１学期実施）
	２４
	４
	０
	１


　　　
走・跳の運動が好きな児童は多く１学期に学習した小型ハードル走が楽しかったと感じている児童がほとんどであるが、楽しくなかったと感じている児童もいる。その理由として、上手に跳び越すことができなかったということであった。楽しかったと感じている児童の中でも「上手にできた」「先生や友達に認められた」「記録が伸びた」と答えている児童がほとんどであることが分かった。

５　学習を進めるに当たって
　　そこで本単元では、初めて「幅跳び」を学習するに当たって、動きのポイントをしっかりとつかませるようにする。そのために、制限された動きと、ポイントを意識した動きを体感し、跳んだ距離を比べさせるようにする。また、ポイントをしっかり意識して運動できるように、工夫された場で練習したり、友達との見合いを行ったりするようにしていく。

はじめの段階では、オリエンテーションを１時間設定する。オリエンテーションでは、体力テストでの立ち幅跳びの記録を基に、自分の目標記録を設定させたり、最初の記録測定を行い、単元を通しての記録の伸びを見たりできるようにする。また、児童の実態から幅跳びのイメージが沸かない児童が多いと予想されるので、映像を活用し、児童に動きのイメージやポイントをもたせるようにする。他にも、学習のねらいや進め方を理解し、見通しをもたせるようにし、安全に効率的に活動に取り組めるようにする。

　　展開では、授業の始めに、必ず児童の技能の習得を図るための基礎感覚づくりやめあてを設定する時間を取り入れる。基礎感覚づくりでは、小型ハードルを使ったリズムジャンプ、ジャンプタッチ、ステージへの跳び上がりを行わせ、助走、踏切、着地の感覚を身に付けさせる。次に、学習のめあてを立てさせる。めあてを立てる際には、学習課題、学習内容、動きのポイントを学習カードを活用して確認し、一人一人が自分に合っためあてを立てられるようにする。自分に合っためあてをもつことで技のポイントへの意識が高まったり、課題解決をしたりしようとすることができると考える。技のポイントについては、具体的に短い言葉でおさえるようにすることで、学び合いの具体的な言葉かけにつながると考えられる。また、授業の最後には、記録の測定を行うことで、伸びを実感し、達成感を十分に味わわせたい。

単元前半の「スキルアップタイム」では、助走、踏切、着地の技能を身に付けることを目指して学習をする。制限された動きと、ポイントを意識した動きを体感し、跳んだ距離を比べさせるようにすることで動きのポイントの必要性を感じさせる。また、自分の課題に気付かせるために、同じグループの児童を横から見させるようにする。その際、学習カードを活用し、的確なアドバイスができるようにする。単元後半の「スキルアップタイム」では、いくつかの場を設定し、自分の力に合った場を選択し、楽しみながら自分の記録に挑戦できるようにする。また、跳んだ距離を得点化し、グループごとに競い合うグループ対抗戦を行うことで、友達と協力して練習したり、教え合ったりする活動を活発にし、より記録の向上につなげていけるようにする。また、競い合う楽しさを十分に味わわせることができると考える。
　　終末では、記録会を行い、最初の記録との伸びを見ることで達成感を味わわせるとともに友達との学び合いのよさや練習の工夫についても振り返らせるようにする。

　

　
６　単元の評価規準（●第３学年　・第４学年　◎共通）
	
	運動への関心・意欲・態度
	運動についての思考・判断
	運動の技能

	単元の評価規準
	・　跳の運動に進んで取り組もうとしている。

◎　運動の行い方のきまりを守り、友達と励まし合って練習や競争をしようとしたり、勝敗の結果を受け入れようとしたりしている。

●　友達と協力して用具の準備や片付けをしようとしている。

・　運動する場や用具の使い方などの安全を確かめようとしている。
	●　跳の運動の動き方や動きのポイントを知るとともに、自分の力に合った課題を選んでいる。

・　跳の運動の動きを身に付けるための練習の仕方を知るとともに、自分の力に合った練習方法や練習の場を選んでいる。

◎　仲間との競争の仕方を知るとともに、競争の規則を選んでいる。
	◎　短い助走から調子よく踏み切って遠くへ跳ぶことができる。

	学習活動に即した
評価規準
	①　友達と一緒に記録測定をしようとしている。
②　友達と一緒に用具の準備や片付けをしようとしている。
③　運動の行い方のきまりを守り、友達と励まし合って練習や競争をしようとしている。

	①　踏切、着地のポイントをつかみ、課題に気付いている。

②　助走のポイントをつかみ、課題に気付いている。

③自分の力に合った課題を選んで練習している。

④仲間との競争の仕方を知っている。

	①　踏切足を決めて踏み切り、両足で着地することができる。

②　短い助走からリズムよく踏み切ることができる。



８　本時の学習（５／６時間）
　（１）　本時の目標

　　　　○　自分の力に合った課題を選んで練習することができるようにする。　　　（思考・判断）

　（２）　本時の評価項目

　　　　○　自分の力に合った課題を選んで練習をしようとしている。　　　　　　　　（思考・判断）

○　運動の行い方のきまりを守り、友達と励まし合って練習をしようとしている。

（関心・意欲・態度）
９　指導過程
	段階 （分）
	学習内容及び学習活動
	指導上の留意点
	評価項目

【Ａの例】

（評価方法）
	「努力を要する」状況と判断される児童の手立て

	はじめ
12
分
	１　本時の学習課題の確認をする。
　○　学習課題

　○　めあて

２　場づくりをする。

３　準備運動をする。
　○　準備運動

○　基礎感覚を高める運動
	○　全体の学習課題・学習内容・動きのポイントを確認することで、自分のめあてをより具体的に立てることができるようにする。（Ｔ１、Ｔ２）
○　めあてを立てる際には、自分の課題は何かを確認させ、適切な練習方法を選ぶことができるようにする。（Ｔ１、Ｔ２）
○　安全面に気を付けながら準備させるようにする。（Ｔ１、Ｔ２）
○　児童の動きを確認しながら助言を行い、一つ一つの運動を丁寧に確実に行わせるようにする。
（Ｔ１、Ｔ２）
	
	

	なか　28分
	４　スキルアップタイムを行う。

　○　助走を意識した場

　○　踏切を意識した場

　○　着地を意識した場

　○　普通の場
５　チャレンジタイムを行う。

　○　グループ対抗戦


	○　動きのポイントが意識できるように用具を使って工夫された場で練習できるようにする。

○　みんなで協力して学習を深めることができるようにするために、マットの横に座って見るようにし、アドバイスを行うようにする。

○　アドバイスをする際には、学習カードを活用し、見本の動きと比べさせたり、ポイントを沿ったアドバイスをしたりすることができるようにする。

○　ICTを活用し、自分の跳躍が見れる場を設け、課題に気付かせるようにする。
○　目標とする位置に目印を置かせることで視覚的に目標を捉えさせ、意欲付けを図る。

○　対抗戦前は、円陣を組むようにし、お互いの士気を高めながら、臨むことができるようにする。（Ｔ１、Ｔ２）
○　跳んだ距離を得点化したものでグループごとに競わせるようにする。

（Ｔ１、Ｔ２）
○　得点が大きく伸びた児童は、みんなの前で称賛し、どのようなことが変わったかグループの児童から発表させるようにする。
	【Ａの例】

　課題の解決の仕方を知るとともに、自己の課題にあった練習の場や方法を選んでいる。（観察・学習カード）

	ＩＣＴを活用して自分の動きを客観的に見せるようにし、課題に気付かせるようにする。



	まとめ　５分
	６　学習の振り返りを行う。
　
７　後片付け
	○　めあてに対しての成果を振り返らせる。
（Ｔ１、Ｔ２）
○　全員で協力して安全に留意しながら後片付けを行うように指示する。（Ｔ１、Ｔ２）
	
	


１０　場の設定










自分の目標の距離が分かるものを置く。




自分の力に合ったれんしゅう方ほうをえらんでれんしゅうしよう。





ステージ


























マット





踏切板





踏切マット





踏切マット





踏切マット





段ボール














マット














マット














マット





ホワイトボード





スクリーン














マット














マット














マット





段ボール





踏切板





踏切マット





踏切マット





踏切マット





マット








